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                               令和８年３月１日 

                               防衛省防衛研究所 

 

【令和８年度 研究職２級の選考】 

（院卒者相当） 
 

防衛研究所職員（研究職）募集案内 

 

 

 防衛研究所は、防衛省・自衛隊のシンクタンクであるとともに、我が国唯一の国立の

安全保障に関する学術研究機関です。我が国の平和、防衛・安全保障に寄与することを

目指し、安全保障に関わる様々な分野の研究を行っています。 

 また、当研究所は、諸外国でいう国防大学に相当する機関であり、防衛省・自衛隊の

幹部職員に対して高度な教育を実施するとともに、諸外国の政府機関や国防大学等との

間で研究交流を行っています。さらに、当研究所は、旧日本陸・海軍関係の史料を所蔵

しており、その管理・公開を担っています。 

 研究の成果は、『中国安全保障レポート』、『NIDS パースペクティブ』、『NIDS 

Research & Analysis』などの刊行、シンポジウムやワークショップ、研究会等の開催を

通して、国内外に提供されています。 

  近年、防衛・安全保障分野では、政策部門と研究部門の連携がいっそう求められるよ

うになりました。２０２２（令和４）年１２月に国家安全保障会議及び閣議で決定され

た「国家防衛戦略」において、「防衛研究所を中心とする防衛省・自衛隊の研究体制を

見直し・強化し、知的基盤としての機能を強化する」こと、また、「防衛力整備計画」

において、「防衛研究所を中心とする防衛省・自衛隊の研究・教育機能を一層強化する

ため、国内外の研究・教育機関や大学、シンクタンク等とのネットワーク及び組織的な

連携を拡充する」ことや「防衛研究所においては、部隊の中核となり得る優秀な人材の

確保・輩出のため、サイバー領域等を含む教育・研究の内容及び体制を強化する」こと

が掲げられました。これを受けて、防衛省本省をはじめとする政策部門に対して、防衛

研究所が有する知見を提供することへのニーズが高まっています。 

 

 防衛研究所の研究職の職員は、次のような幅広い業務を担当します。 
 

○ 調査研究 

○ 教育（講義、セミナー、論文指導等） 

○ 政策部門に対する支援（研究報告、ブリ－フィング等） 

○ 国際交流（外国研究機関との研究交流、来訪者との意見交換、国際会議の企画・運

営） 

○ 研究プロジェクトの企画・運営 

○ 防衛研究所の管理・運営に係る業務  
 
 

 安全保障に対する幅広い学問的関心を持ち、かつ、政策への貢献に意欲のある方を募

集します。募集区分（採用後に主として担当する研究分野。詳細は次項１を参照）につ

いて、経験はなくとも採用後新たに取り組みたいという強い意欲のある方からの応募を

歓迎します。  
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１ 募集区分及び採用予定数 

募集区分 職務内容 採用予定数 

安全保障研究 

（戦略・政策研究） 

次に掲げるいずれかの研究分野に関する調査

研究及び教育に従事するとともに、研究調整、

政策支援、国際交流、情報発信及びその他防衛

研究所が実施する各種業務を行う。 

 

・宇宙の軍事利用 

・ＡＩ（人工知能）の軍事利用 

・軍事分野における技術的イノベーション 

・安全保障分野におけるウォーゲーミング 

数名 

 

 

２ 応募資格 

(1) 以下のいずれかの要件に該当する者 

① 大学院修士課程又は専門職大学院の課程を修了した者 

② 大学院修士課程又は専門職大学院の課程を採用時までに修了見込みの者（採用

時に修士号を取得していることを採用条件とします。） 

(2) ただし、次のいずれか一に該当する者は、この選考に応募できません。 

① 日本の国籍を有しない者 

② 自衛隊法第３８条第１項の規定により防衛省職員となることが出来ない者 

ア 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることが

なくなるまでの者 

イ 法令の規定による懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しな

い者 

ウ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

③ 平成１１年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗 

弱を原因とするもの以外） 

④ 自衛隊法第４４条の６（自衛官以外の隊員の定年及び定年による退職の特例）

に該当する者（この選考では令和８年度中に６２歳に達する者） 

 

３ 応募手続 

 (1) 提出書類  

① 応募票（所定のもの） １部（必要事項を記入し、写真（申込前３か月以内撮影

した、脱帽・上半身・正面向きの縦４㎝、横３㎝のもので、本人であることが明

瞭に確認できるもの。）を貼ってください。写真が貼られていない場合、又は貼

られた写真が不鮮明等、受験者写真として不適当な場合は受理しない場合があり

ます。） 

応募票は、防衛研究所ホームページからダウンロードしてください。  

② 研究業績（論文等）２点（各１部ずつ計２点） 

ア ハードコピーで提出（Ａ４サイズ） 

（注）業績が掲載された書籍や学術誌の全体ではなく掲載箇所のハードコピーを提

出してください。なお研究業績（論文等）は、原則として単著のものを提出

してください。 
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イ 公表論文がない場合にはタームペーパー、未公表論文等で可（なお英語以外

の外国語で作成した論文等には、日本語による要旨を付してください。） 

③ 外国語能力を証明できる書類の写し １部 

ア 英語試験のスコア証明書については、必須 

イ その他の外国語については、任意 

（注）① 応募受付期間に当該証明書類の写しを提出することができない場合は、

その理由を応募票の指定された欄に記入した上で、令和８年６月２６日

（金）までに必着するよう送付してください。 

 ② 英語試験については、TOEFL iBT テスト、TOEFL iBT Home  

Edition、TOEIC Listening & Reading Test（公開テスト）、IELTS  

Academic、IELTS General Training、IELTS Online、IELTS One Skill  

Retake、実用英語技能検定（英検）のいずれかのスコア証明書を提出して 

ください。 

(2) 提出方法 

応募に関する提出書類については、下記８に記載された採用担当へ郵送（必ず簡

易書留）してください。提出書類はお返ししません。 

また、提出された書類及び記載事項について確認や追加の資料の提出を求める場

合があります。 

(3) 受付期間 

令和８年３月２日（月）～同年５月１３日（水） 

（注）① 郵送は、令和８年５月１３日（水）までに必着のこと。 

② 受付期間外に到着した場合や提出書類に不備がある場合は、受付できませ

んので、ご注意ください。 

③ 提出書類受付後、「受験票」を簡易書留にて郵送します。令和８年５月

２９日（金）までに「受験票」が届かない場合には、下記８に記載された

採用担当へ至急連絡してください。  

④   身体の障害等があるため、着席位置の指定、車椅子の使用等、受験の際

に何らかの措置を希望する場合は、令和８年５月１３日（水）までに下記

８に記載された採用担当に申し出てください。申し出の内容や程度を確認

の上、対応します。場合によっては、障害の程度を証明する書類を提出し

ていただくことがあります。なお、内容によっては、試験の実施上、配慮

できない場合もあります。  
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４ 日 程 

試験等 実施・発表時期 場所等 

第１次試験 令和８年６月７日(日) 防衛省防衛研究所  

第１次試験合否発表 令和８年７月中旬～下旬 書面により通知  

第２次試験 

及び身体検査 

令和８年８月１８日(火)～２８日(金)の 

間の指定する１日 

なお、土・日には実施しない予定です。 

防衛省防衛研究所  

第２次試験合否発表 令和８年９月中旬～下旬 書面により通知  

※ 合否については、受験者全員に書面（簡易書留）にて通知します。 
  ※ 上記日程は予定であり、変更となる場合もあります。 
 
 
５ 試験種目等 

試験種目 出題形式 内 容 

第
１
次
試
験 

専門試験 記述式 
募集区分に関する知識及び思考能力を問うもの 
（１００点満点） 

外国語試験 記述式 
英語の総合的な運用能力を問うもの 
（１００点満点） 

研究業績審査 

専門試験及び外国語試験において一定の水準を満たし
た者につき、提出された２点の研究業績（論文等）を
審査するもの 
（１００点満点） 

第
２
次
試
験 

口述試験 
研究に関する意欲と能力、外国語によるものを含む説
明能力、防衛研究所の業務に対する意欲や人物に関す
る個別面接 

身体検査 問診、胸部Ｘ線撮影、血圧、尿等の一般的な身体検査 

※専門試験及び外国語試験の過去問の例・イメージは、防衛研究所ホームページに掲載  

しています。 
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６ 採用予定時期 

原則として令和９年４月１日 

（既卒者にあっては、令和８年度中に採用となる場合があります。） 

 

７ 身分・待遇 

(1) 身 分 

防衛教官（特別職国家公務員） 

 (2) 給与・諸手当 

① 採用時の給与は次のとおり（地域手当を含む。職務経歴等のある者については

加算される場合があります。）。 

学  歴 適用俸給表 俸  給 

大学院修士課程修了 
研究職俸給表（２級） 

３３８,２８０円 

大学院博士課程修了 ３７５,６００円 

      

② 扶養手当   ：扶養親族のある者に、子ども１３，０００円等 

③ 住居手当   ：借家居住者等に、月額最高２８,０００円 

④ 通勤手当   ：交通機関等利用者に、１箇月当たり最高１５０,０００円 

⑤ 期末・勤勉手当：１年間に俸給等の約４.６月分 

⑥ その他の手当 ：超過勤務手当等 

 

 (3) 勤務時間・休暇 

① ８：３０～１７：１５又は９：３０～１８：１５（７時間４５分） 

※フレックスタイム制及びテレワーク制あり 

② 週休２日制 

③ 年次休暇２０日（４月１日採用の場合、採用された年は１５日。残日数は２０

日を限度として翌年に繰り越し） 

④ 病気休暇、特別休暇（夏季、年末年始、結婚、出産、忌引、子の看護等）及び

介護休暇 

 

８ 採用担当 

採用に関するお問い合わせは、次の採用担当までお願いします。 

〒１６２－８８０８  東京都新宿区市谷本村町５番１号 

防衛省防衛研究所 企画部総務課人事第１係 

電話   ０３－３２６８－３１１１（代表） 内線２９１４１ 

電子メール  nids-jinji@ext.nids.mod.go.jp 

ホームページ  https://www.nids.mod.go.jp 

  

以上 


